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　迫
杉
雄
議
員
　　
地
域
防
災

知
識
の
普
及
啓
発
を
、
ど
う

取
り
組
む
か
。

　池
田
市
長
　　
現
在
ま
で
、

市
民
及
び
事
業
所
等
へ
の
各

種
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
は
、

市
営
放
送
に
よ
る
啓
発
、
建

設
・
耕
地
サ
イ
ド
か
ら
の
協

力
依
頼
、
広
報
誌
へ
の
掲
載
、

市
政
報
告
会
時
の
自
治
会
長

へ
の
周
知
、
ま
た
、
大
隅
曽

於
地
区
消
防
組
合
に
よ
る
持

ち
回
り
の
総
合
訓
練
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。

　問
　　
自
主
防
災
組
織
の
育

成
強
化
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
。

　市
長
　　
本
市
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
、

７
０
１
７
世
帯
で
１
３
２
組

織
が
設
立
さ
れ
、
組
織
率
は

　
・
　
％
で
あ
る
。
ち
な
み

３８

０７

に
鹿
児
島
県
内
の
組
織
率
は

　
％
で
す
。
活
動
に
つ
い
て

５７は
、
一
部
で
は
あ
る
が
近
隣

の
福
祉
施
設
の
避
難
訓
練
へ

の
参
加
を
し
て
い
る
組
織
も

あ
る
。

　問
　　
自
主
防
災
組
織
に
防

災
 土
  嚢
 

ど
 の
う

 袋
 ・ロ
ー
プ
・
ブ
ル
ー

ぶ
く
ろ

シ
ー
ト
等
を
配
布
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　市
長
　　
土
嚢
袋
・
ロ
ー
プ
・

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
は
、
各
自

主
防
災
組
織
等
で
対
応
し
て

ほ
し
い
。

　問
　　
災
害
時
の
要
援
護
者

の
安
全
確
保
・
避
難
サ
ポ
ー

ト
は
。

　市
長
　　
災
害
時
の
要
援
護

者
の
安
全
確
保
・
避
難
サ

ポ
ー
ト
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
・
民
生

委
員
・
福
祉

ネ
ッ
ト
・
消

防
団
員
の
協

力
を
得
て
避

難
体
制
の
確

立
を
図
り
た

い
。

　問
　　
土
石

流
や
急
傾
斜

地
崩
壊
・
山

腹
崩
壊
に
対

す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

は
。

　市
長
　　
危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
へ
周
知
す

る
た
め
注
意
看
板
を
設
置
し

て
、
雨
が
降
り
続
く
と
き
は

避
難
に
心
が
け
る
よ
う
啓
発

し
て
い
る
。
平
成
　
年
度
は

１８

県
単
砂
防
事
業
３
ヶ
所
、
県

単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

１
ヶ
所
、
急
傾
斜
崩
壊
対
策

事
業
３
ヶ
所
を
実
施
し
、
安

全
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い

く
。 

　問
　　
地
方
バ
ス
路
線
廃
止

に
ど
う
対
応
す
る
か
。

　市
長
　　
本
市
に
お
い
て
は
、

関
係
市
町
と
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
廃
止
　
系
統
の
内
、

３２

代
替
バ
ス
と
路
線
廃
止
に
と

も
な
う
も
の
に
つ
い
て
４
系

統
、
高
校
生
等
の
通
学
用
と

し
て
７
系
統
を
運
行
す
る
予

定
で
あ
る
。

　問
　　
バ
ス
路
線
廃
止
等
を

鑑
み
、　
年
度
以
降
の
交
通

１９

対
策
費
を
ど
の
よ
う
に
試
算

す
る
か
。

　市
長
　　
乗
合
タ
ク
シ
ー
運

行
事
業
に
係
わ
る
経
費
や
、

新
た
に
財
部
・
末
吉
・
大
隅

岩
川
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
運
行
す
る
経
費
、
さ

ら
に
路
線
バ
ス
の
廃
止
に
と

も
な
う
経
費
を
合
計
す
る
と
、

１
年
間
に
係
わ
る
費
用
は
８

５
４
０
万
円
程
度
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。 

曽
於
市
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
今
後
の
対
応
を

市
長
／
自
ら
の
身
は
自
ら
が
守
る
が
基
本

迫　杉雄 議員

大隅町馬場・竹山線の道路災害

末吉町を走る乗合タクシー

交
通
対
策
事
業
に

つ
い
て
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　五
位
塚
剛
議
員
　　
温
泉
セ

ン
タ
ー
・
研
修
セ
ン
タ
ー
そ

し
て
市
道
を
含
め
た
施
設
に

お
い
て
、
事
故
等
が
発
生
し

た
場
合
、
市
と
し
て
は
対
策

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　市
長
　　
各
施
設
に
お
い
て

は
建
物
共
済
、
人
的
に
は
全

国
町
村
会
の
総
合
賠
償
保
険

に
加
入
し
て
お
り
、
事
故
の

状
況
に
応
じ
て
対
処
し
て
い

る
。

　問
　　
今
年
に
な
っ
て
メ
セ

ナ
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
転
び
骨

折
し
た
り
、
諏
訪
研
修
セ
ン

タ
ー
で
み
そ
加
工
中
に
転
び

入
院
し
た
り
、
諏
訪
の
方
が

市
道
を
散
歩
中
に
、
側
溝
の

蓋
が
な
か
っ
た
た
め
落
ち
て

骨
折
入
院
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
温
泉
以
外
は
見
舞
金

を
含
め
て
対
応
が
な
い
が
な

ぜ
か
。

　市
長
　　
施
設
に
お
い
て
は
、

事
故
等
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
点
検
し
て
い
る
が
、
今
回

の
事
故
に

つ
い
て
は

報
告
を
受

け
て
い
な

い
の
で
、

当
然
総
合

賠
償
保
険

で
対
応
で

き
る
か
指

示
を
す
る
。

今
後
は
、

各
課
の
連

絡
体
制
を

確
実
に
で

き
る
よ
う

に
す
る
。

　問
　　
末
吉
・
財
部
地
区
は
、

自
治
会
地
域
を
示
す
道
路
標

識
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
大

隅
町
内
も
道
路
標
識
を
設
置

し
た
方
が
良
い
と
考
え
ら
れ

る
が
。

　市
長
　　
大
隅
町
に
お
い
て

も
、
末
吉
・
財
部
町
の
よ
う

な
道
路
標
識
が
必
要
と
考
え

る
。
県
の
木
の
ふ
れ
あ
い
事

業
を
頂
き
、
設
置
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
シ
ル
バ
ー
に
お

願
い
し
２
５
０
ヶ
所
を
考
え

て
い
る
。

　問
　　
平
成
　
年
度
よ
り
鹿

１８

児
島
市
・
大
崎
町
・
菱
刈
町

な
ど
、
県
知
事
か
ら
市
長
・

町
長
へ
権
限
移
譲
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
本
市
も
　
年
度

１９

よ
り
、
権
限
移
譲
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
合
併
し
て
、
ま
だ

１
年
な
の
で
　
年
度
は
考
え

１９

て
い
な
い
。

　問
　　
住
民
が
農
地
転
用
し

て
も
、
県
知
事
許
可
と
な
る

と
、
時
間
が
か
か
る
し
地
元

農
業
委
員
会
が
認
め
て
も
、

県
が
不
許
可
と
な
る
例
も

あ
っ
た
。
早
く
権
限
移
譲
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
農
業
委
員
会
と
も

十
分
相
談
し
、　
年
度
か
ら

２０

で
き
る
よ
う
前
向
き
に
検
討

す
る
。

　問
　　
　
月
か
ら
本
格
的
施

１０

行
に
と
も

な
っ
て
、

障
害
者
の

大
幅
な
利

用
者
負
担

が
出
て
い

る
。
施
設

の
場
所
・

利
用
減
な

ど
、
問
題

が
多
く

な
っ
て
い

る
。
市
と

し
て
、
障

害
者
へ
の

助
成
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
４
月
か
ら
自
立
支

援
法
の
施
行
に
と
も
な
っ
て
、

施
設
の
退
所
者
は
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　問
　　
障
害
者
の
実
態
状
況

は
、
施
設
な
ど
の
利
用
を
含

め
て
減
少
し
て
い
る
。
利
用

に
対
し
て
１
割
負
担
が
出
て

家
庭
的
に
大
変
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
、

助
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
本
市
と
し
て
で
き

る
か
検
討
し
て
い
な
い
が
、

状
況
を
見
て
援
助
策
が
必
要

か
考
え
て
い
き
た
い
。

市の施設等における
事故対策は!

市長／総合賠償保険で対応

五位塚　剛　議員

転倒事故のあった末吉町諏訪研修センター

レストランもある知的障害者通所授産施設のどか園
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市
内
大
隅
町
地
域
に

お
け
る
道
路
標
識
（
道

案
内
）
設
置
を
求
め
る

農
地
の
転
用
許
可
（
４

条
・
５
条
）
の
市
へ
の

権
限
移
譲
に
つ
い
て

障
害
自
立
支
援
法
に
つ
い
て



　山
田
義
盛
議
員
　　『
１
年

前
の
合
併
協
議
会
で
、
当
局

が
強
く
主
張
し
た
の
は
「
対

等
合
併
」
と
「
３
町
均
衡
あ

る
発
展
」
を
進
め
る
た
め
、

総
合
支
所
方
式
（
末
吉
：
本

所
、
大
隅
・
財
部
：
支
所
）

に
は
、
ど
う
し
て
も
部
長
制

を
導
入
し
な
い
と
指
揮
命
令

系
統
が
確
保
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
今
回
の
行

革
推
進
委
員
会
の
答
申
内
容

と
、
合
併
協
議
会
で
論
議
さ

れ
た
内
容
と
の
整
合
性
を
ど

の
よ
う
に
市
民
に
説
明
さ
れ

る
か
。
先
の
合
併
協
議
会
の

協
議
を
、
風
化
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
冒
頭
で
訴
え
、

行
革
推
進
委
員
会
の
「
曽
於

市
組
織
機
構
の
再
編
計
画
の

答
申
（
８
月
　
日
）」
内
容

３０

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。』

　
現
在
の
総
合
支
所
方
式
を

本
庁
方
式
に
移
行
す
る
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

　池
田
市
長
　　
現
在
の
厳
し

い
財
政
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

抜
本
的
な
事
務
事
業
の
見
直

し
や
民
間
委
託
等
に
取
り
組

み
、
団
塊
の
世
代
等
の
職
員

の
大
量
退
職
が
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
人
件
費
の
大
幅
削
減

を
す
る
こ
と
が
財
政
再
建
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
現
行
の
組

織
機
構
の
見
直
し
を
行
な
う

こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。 

　問
　　
部
制
廃
止
（
部
長
廃

止
）
が
提
言
さ
れ
て
い
る
が
。

　市
長
　　
組
織
機
構
の
見
直

し
や
、
大
隅
・
財
部
支
所
の

課
の
統
合
等
が
進
ん
で
く
る

と
、
指
揮
命
令
系
統
が
確
立

さ
れ
て
き
て
、
そ
の
必
要
性

が
無
く
な
っ
て
い
く
の
で
部

制
の
廃
止
を
考
え
て
い
き
た

い
。

　問
　　
合
併
に
よ
り
、
福
祉

事
務
所
・
農
業
委
員
会
・
教

育
委
員
会
等
３
町
の
均
衡
あ

る
発
展
と
し
て
、
合
併
協
議

会
で
厳
し
く
論
議
さ
れ
現
在

の
配
置
と
な
っ
た
経
緯
が
あ

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　市
長
　　
福
祉
事
務
所
と
農

業
委
員
会
は
財
部
支
所
に
、

教
育
委
員
会
は
大
隅
支
所
に

合
併
協
議
会
で
決
定
さ
れ
配

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
継
続
し
て
い
く
。

　問
　　
今
回
の
答
申
の
中
に
、

現
在
の
総
合
支
所
方
式
は

「
市
の
一
体
感
に
欠
け
、
職

員
の
融
和
が
図
り
に
く
い
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。」

と
あ
る
が
、
そ
う
思
う
か
。

　市
長
　　
現
在
の
総
合
支
所

方
式
で
は
、
一
体
感
に
欠
け

連
携
が
取
れ
に
く
い
こ
と
も

あ
る
。

　問
　　
職
員
の
一
体
感
と
融

和
を
図
る
た
め
、
部
長
制
・

２
人
助
役
制
を
導
入
し
、
指

揮
命
令
系
統
を
確
立
し
た
の

で
は
な
い
か
。
本
庁
方
式
に

移
行
し
て
も
現
状
の
意
識
で

は
一
緒
で
あ
る
と
思
う
が
。

　市
長
　　
合
併
か
ら
１
年
の

短
い
期
間
で
、
３
支
所
の
連

携
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

部
所
も
あ
る
。

　問
　　
行
財
政
改
革
を
断
行

す
る
に
は
、
職
員
の
意
識
改

革
が
な
け
れ
ば
乗
り
越
え
ら

れ
な
い
と
思
う
が
。

　市
長
　　
職
員
一
人
一
人
が

改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
取

り
組
み
、
勉
強
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。 

今
後
の
「
市
役
所
組
織
機
構
の

再
編
計
画
」
に
つ
い
て
問
う

市
長
／
見
直
し
を
し
て
い
き
た
い
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　徳
峰
一
成
議
員
　　
校
区
公

民
館
主
催
の
敬
老
会
が
、
昨

年
の
　
か
ら
今
年
は
８
に
減

１３

少
し
て
い
る
。
来
年
か
ら
敬

老
祝
金
は
全
員
支
給
に
戻
す

べ
き
だ
。

　池
田
市
長
　　
フ
シ
目
支
給

を
受
け
た
方
か
ら
、
感
謝
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
方
向
で
や
り
た
い
。

　問
　　
市
長
答
弁
は
、
市
民

の
世
論
と
か
け
離
れ
て
お
り
、

断
じ
て
許
せ
な
い
。
市
民
に

訴
え
て
い
き
た
い
。
敬
老
祝

金
の
全
員
へ
の
支
給
は
、
今

年
の
フ
シ
目
支
給
の
予
算
で

対
応
で
き
る
で
は
な
い
か
。

そ
う
な
ら
ば
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
、
市

長
は
市
民
の
判
断
に
ゆ
だ
ね

る
べ
き
だ
。

　市
長
　　
今
の
と
こ
ろ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
る
事
は
頭
に

な
い
。 

　問
　　
今
年
の
老
年
者
控
除

の
改
廃
な
ど
に
よ
る
、
市
民

の
新
た
な
税
負
担（
増
税
額
）

を
聞
き
た
い
。

　市
長
　　
６
５
０
０
万
円
の

市
民
税
の
負
担
と
な
る
。

　問
　　
市
民
税
が
ゼ
ロ
の
世

帯
で
、
国
保
税
は
　
万
７
千

３７

円
、
市
民
税
が
均
等
割
の
３

千
円
の
世
帯
で
、
国
保
税
が

最
高
限
度
額
の
　
万
円
の
世

６２

帯
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

市
民
の
税
負
担
の
能
力
を
超

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
牛
の
販
売
収
入
は
、

原
則
所
得
税
・
市
民
税
は
非

課
税
で
あ
る
が
、
国
保
税
の

所
得
と
し
て
は
課
税
さ
れ
る

た
め
、
そ
う
な
る
。

　問
　　
牛
を
飼
育
し
て
い
な

い
市
民
で
も
、
国
保
税
が
高

い
世
帯
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

高
す
ぎ
る
国
保
税
は
、
低
所

得
者
の
た
め
の
現
在
の
　
万
６２

円
よ
り
低
額
の
新
た
な
上
限

を
設
定
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

税
の
減
免
制
度
の
見
直
し
な

ど
要
求
し
た
い
。

　市
長
　　
市
の
減
免
制
度
は
、

来
年
３
月
ま
で
に
行
な
い
た

い
。

　問
　　
今
後
９
年
間
、
市
内

の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

数
は
３
分
の
２
に
激
減
す
る
。

少
子
化
が
続
く
地
域
に
、
曽

於
市
の
将
来
は
望
め
な
い
。

４
点
を
提
案
し
た
い
。

①
こ
ど
も
を
増
や
す
立
場
で
、

数
値
目
標
を
設
定
す
べ
き
だ
。

　市
長
　　
今
年
中
に
は
、
数

値
目
標
を
決
め
た
い
。

　問
　　
②
曽
於
市
を
ぐ
る
り

と
回
る
、
市
道
の
環
状
線
の

整
備
を
。
こ
れ
は
、
農
村
部

の
産
業
の
振
興
や
市
街
地
へ

の
一
極
集
中
を
防
ぐ
点
か
ら

も
大
事
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
私
も
同
感
で
あ
り
、

そ
の
方
向
で
力
を
入
れ
た
い
。

　問
　　
③
地
元
商
店
の
調
査

と
対
策
を
。
今
、
地
元
商
店

は
最
悪
の
状
態
。
こ
れ
に
対

し
て
、
市
の
取
り
組
み
は
非

常
に
弱
い
。

　市
長
　　
ま
ず
、
地
元
商
店

の
実
態
調
査
か
ら
行
な
い
た

い
。

　問
　　
④
文
化
の
発
展
に
、

職
員
の
力
を
伸
ば
せ
。
文

学
・
音
楽
・
絵
画
・
歴
史
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
、

や
る
気
の
あ
る
職
員
を
育
て

る
べ
き
。
そ
の
た
め
、
職
員

の
中
か
ら
公
募
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
職
員
か
ら
公
募
す

る
点
な
ど
、
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◎
側
溝
を
中
心
と
し
た
道
路

整
備
に
つ
い
て

敬老祝金の全員支給の打ち切
りが、敬老会等に悪しき影響

元気で長生きしてね

市長／今後も、フシ目支給の方向でやりたい
徳峰　一成　議員

すくすく元気に育て

国
保
税
や
市
税
の

改
善
点

少
子
化
対
策
の強

化
を
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　大
休
寺
守
議
員
　　
指
定
管

理
者
導
入
の
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　池
田
市
長
　　
現
在
、
毎
月

２
日
の
定
休
日
が
あ
り
、
今

後
は
休
み
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
と
思
う
の
で
、
民
間
的

な
経
営
に
望
む
べ
き
だ
と
考

え
る
。
ま
た
、
平
成
　
年
度

１９

か
ら
指
定
管
理
者
制
度
へ
移

行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　問
　　
歩
行
浴
を
造
る
な
ど

要
望
の
多
い
施
設
の
改
善
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　市
長
　　
今
の
と
こ
ろ
歩
行

浴
を
造
る
考
え
は
な
い
。
新

地
公
園
プ
ー
ル
の
歩
行
用

プ
ー
ル
を
利
用
し
て
欲
し
い
。

　問
　　
電
気
風
呂
を
増
設
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　市
長
　　
要
望
は
以
前
よ
り

聞
い
て
お
り
、
増
設
す
る
方

向
で
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　問
　　
芸
能
発
表
会
で
後
の

人
が
見
え
に
く
い
の
で
、
大

広
間
の
舞
台
を
も
う
少
し
高

く
す
る
考
え
は
。

　市
長
　　
今
の
ま
ま
有
効
に

活
用
し
て
頂
き
た
い
。

　問
　　
男
湯
・
女
湯
を
日
替

り
に
す
る
考
え
は
。

　市
長
　　
１
週
間
お
き
で
定

着
し
て
い
る
の
で
、
日
替
り

に
す
る
考
え
は
な
い
。 

　問
　　
駐
車
す
る
の
に
不
便

で
あ
る
と
の
声
が
あ
る
が
、

何
ヶ
所
で
何
台
駐
車
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
十
分
対
応
で

き
て
い
る
の
か
。

　市
長
　　
５
ヶ
所
で
３
５
４

台
分
を
確
保
し
て
い
る
。
通

常
時
の
駐
車
場
利
用
は
な
ん

と
か
対
応
で
き
て
い
る
が
、

会
議
等
が
開
催
さ
れ
る
と
駐

車
場
が
不
足
し
て
い
る
現
状

で
あ
る
。

　問
　　
駐
車
場
を
整
備
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
中
島
病
院
に
隣
接

し
た
土
地
を
、
土
地
開
発
公

社
で
取
得
し
駐
車
場
と
し
て

利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
庁

舎
南
側
の
向
江
公
園
の
敷
地

の
一
部
も
駐
車
場
と
し
て
利

用
し
て
い
る
。
こ
の
２
ヶ
所

が
未
整
備
で
あ
る
の
で
、
今

後
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

　問
　　
正
面
玄
関
に
ヒ
サ
シ

が
完
成
し
て
、
便
利
に
な
っ

た
が
、
裏
玄
関
に
も
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　市
長
　　
庁
舎
正
面
玄
関
の

機
能
を
生
か
す
た
め
、
裏
玄

関
へ
の
ヒ
サ
シ
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。

　問
　　
料
理
店
「
一
楽
」
側

か
ら
庁
舎
へ
の
出
入
口
道
路

の
拡
幅
に
つ
い
て
伺
う
。

　市
長
　　
市
役
所
に
直
接
用

事
が
な
い
通
行
車
両
が
、
市

役
所
の
敷
地
内
を
通
り
抜
け

て
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
合

併
特
例
事
業
に
よ
り
、
市
役

所
通
り
線
を
図
書
館
側
か
ら

一
楽
側
へ
延
長
し
て
、
新
設

改
良
す
る
計
画
で
あ
る
。
菅

渡
方
面
か
ら
右
折
車
線
も
設

置
す
る
。

　問
　　
道
路
幅
員
・
歩
道
に

つ
い
て
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　赤
崎
土
木
部
長
　　
車
道
は

６
・
５
ｍ
、
歩
道
も
付
け
る
。

一
楽
側
か
ら
庁
舎
ま
で
は
両

側
歩
道
を
取
り
付
け
る
。
事

業
期
間
を
　
・
　
年
度
を
予

１８

１９

定
し
て
い
る
。

メ
セ
ナ
交
流
セ
ン
タ
ー
の

現
状
と
改
善
は

市
長
／
指
定
管
理
者
へ
移
行

大休寺　守　議員

増設の要望がある電気風呂　（メセナ交流センター）

末
吉
本
庁
の
駐
車
場

等
の
現
状
と
整
備
は

新設改良の計画がある市役所通り線
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　山
下
諭
議
員
　　
少
子
化
の

進
行
で
、
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
数
は
激
減
が
予
測

さ
れ
る
。
特
に
中
学
校
に
お

い
て
は
、
教
科
毎
の
専
門
教

師
の
配
置
・
集
団
指
導
を
必

要
と
す
る
科
目
に
問
題
が
生

じ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
の
適
正
規
模
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　植
村
教
育
長
　　
曽
於
市
内

に
は
小
学
校
　
校
、
中
学
校

２０

６
校
が
あ
る
。
特
に
中
学
校

は
必
要
数
の
専
門
教
師
を
確

保
し
て
効
果
の
上
が
る
授
業

が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
適
正

規
模
の
生
徒
数
は
必
要
で
あ

る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
旧
大

隅
町
は
４
校
を
統
合
し
て
、

平
成
　
年
度
４
月
か
ら
大
隅

１７

中
学
校
を
開
校
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
減
少
対
応
と
し

て
、
学
習
指
導
や
学
校
運
営

の
工
夫
が
今
ま
で
以
上
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
法
律
上
の

１
校
当
た
り
学
級
数
は
、
小

中
学
校
と
も
に
　
学
級
以
上

１２

　
学
級
以
下
を
基
準
と
定
め

１８て
い
る
。
生
徒
は
１
学
級
当

た
り
　
人
で
あ
る
。
生
徒
数

４０

減
少
の
情
報
は
、
今
ま
で
積

極
的
に
提
供
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
開
示
し
て
と
も
に

方
策
を
考
え
る
機
会
を
設
け

て
行
き
た
い
。

　問
　　
財
部
南
中
・
財
部
北

中
及
び
南
之
郷
中
は
、
小
規

模
校
と
の
認
識
を
持
っ
て
い

る
。
生
徒
数
の
推
移
か
ら
見

る
と
旧
町
毎
に
統
合
し
た
方

が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

こ
　
年
の
間
に
統
合
で
き
る

１０
も
の
で
も
な
い
が
、
旧
末
吉

町
・
財
部
町
と
も
に
中
学
校

統
合
の
経
験
が
あ
り
、
当
時

の
地
域
の
事
情
も
充
分
承
知

さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
義
務

教
育
期
間
は
、
一
生
の
内
で

一
番
大
事
な
期
間
で
あ
る
の

で
、
最
も
良
い
環
境
で
教
育

を
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
思

う
。
た
だ
し
、
小
学
校
に
つ

い
て
は
、
い
か
に
規
模
が
小

さ
く
な
っ
て
も
統
合
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が

考
え
は
。

　教
育
長
　　
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
中
学
校
統
合
に
つ

い
て
具
体
的
日
程
に
は
な
い
。

児
童
生
徒
数
の
推
移
だ
け
で

は
な
く
、
学
校
の
い
ろ
ん
な

情
報
を
提
供
し
て
、
い
ろ
ん

な
機
会
を
と
ら
え
地
元
民
の

意
見
を
聞
い
て
行
き
た
い
。

　問
　　
旧
末
吉
町
・
財
部
町

に
は
、「
教
育
振
興
宣
言
の

町
」
の
標
柱
が
今
も
建
っ
て

い
て
、
先
輩
の
教
育
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
熱
意
が
感

じ
ら
れ
る
。
関
係
者
と
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
一

層
全
市
民
で
教
育
の
振
興
に

取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
た
め

「
教
育
振
興
宣
言
の
市
」
の

宣
言
を
行
な
う
考
え
は
な
い

か
。

　市
長
　　
市
民
が
一
体
と
な

る
た
め
に
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
必
要
で
あ
る
。
宣
言
と
な

る
と
実
現
へ
向
け
て
施
策
も

必
要
で
あ
る
。
教
育
は
視
野

が
広
く
奥
行
き
も
深
い
の
で
、

充
分
論
議
し
て
宣
言
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

市長／情報を提供して認識を共有していく

中学校生徒は激減するが

山下　諭　議員

４校統合した大隅中学校

２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８年度（平成）
（３８）
１３

（３８）
１３

（３８）
１３

（６２）
２１

（７４）
２５

（８２）
２８

（６８）
２３

（９１）
３１

（１１２）
３８

（１００）
３４財　　部　　南

（４４）
１４

（５０）
１６

（５０）
１６

（５０）
１６

（４４）
１４

（５６）
１８

（８１）
２６

（９１）
２９

（１０６）
３４

（１００）
３２財　　部　　北

（３８）
２１

（５６）
３１

（６０）
３３

（７６）
４２

（８４）
４６

（９１）
５０

（８９）
４９

（８７）
４８

（１００）
５５

（１００）
５５南　　之　　郷

（６６）
２６３

（７０）
２７７

（６６）
２６１

（７３）
２８８

（７２）
２８５

（８７）
３４６

（８９）
３５２

（９５）
３７６

（９１）
３６１

（１００）
３９６大　　　　隅

（８０）
１７３

（８７）
１８８

（９７）
２１１

（９９）
２１４

（１０２）
２２２

（９９）
２１５

（１０４）
２２６

（１０１）
２１９

（１００）
２１８

（１００）
２１７財　　　　部

（８１）
４０３

（８３）
４１３

（９１）
４５４

（９５）
４７３

（１０４）
５１９

（１１０）
５４５

（１１０）
５５０

（１０４）
５１６

（１００）
４９８

（１００）
４９８末　　　　吉

（７２）
８８７

（７６）
９３８

（８０）
９８８

（８６）
１,０５４

（９０）
１,１１１

（９８）
１,２０２

（１００）
１,２２６

（９９）
１,２１９

（９８）
１,２０４

（１００）
１,２３２中　　学　　校　　計

（６３）
１,４２８

（６７）
１,５１１

（６９）
１,５７５

（７３）
１,６６１

（７８）
１,７６４

（８１）
１,８４４

（８７）
１,９６７

（９０）
２,０３４

（９６）
２,１７２

（１００）
２,２６８市内小学校計

（備考）
１．１８年度は学校要覧による。
２．１９年度以降は教育委員会資料を基本とする。
３．（　　）は１８年度を１００とした各年度の指数。
４．大隅中学校へ統合前の各中学校生徒数（１６．５．１現在）
　　岩川中２４１名、恒吉中２８名、月野中９７名、大隅北中５７名、計４２３名

各中学校生徒数推移見込
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　八
木
秋
博
議
員
　　
総
合
振

興
計
画
に
お
け
る
、
人
口
目

標
に
対
す
る
現
状
は
。

　池
田
市
長
　　
曽
於
市
の
　１８

年
７
月
１
日
現
在
の
住
民
基

本
台
帳
人
口
は
、
４
万
３
５

６
３
人
で
合
併
時
と
比
べ
５

０
５
人
減
少
。
総
合
振
興
計

画
の
人
口
目
標
の
平
成
　
年
１２

度
国
政
調
査
人
口
「
現
状
維

持
」
が
平
成
　
年
度
国
勢
調

１７

査
速
報
値
で
、
２
６
２
３
人

５
・
８
％
の
減
で
、
現
段
階

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
き
か

な
い
厳
し
い
現
状
で
あ
る
。

　問
　　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ

い
て
、
市
長
の
所
見
を
伺
い

た
い
。

　市
長
　　
曽
於
市
産
業
の
中

心
で
あ
る
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
・
後
継
者
難
と
少
子
化

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。

　問
　　
定
住
促
進
対
策
と
し

て
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
曽
於
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実

を
。

　市
長
　　
各
課
連
携
し
て
、

新
し
い
情
報
・
企
画
に
取
り

組
む
よ
う
指
導
し
て
い
き
た

い
。

　問
　　
団
塊
世
代
移
住
へ
の

取
り
組
み
を
、
積
極
的
に
で

き
な
い
か
。

　市
長
　　
先
進
事
例
を
研
究

し
な
が
ら
、
地
域
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
組
む
な
り
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

　問
　　
少
子
化
対
策
と
し
て
、

市
内
在
住
者
の
非
婚
化
・
晩

婚
化
に
手
立
て
を
。

　市
長
　　
窓
口
と
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
活
動
グ
ル
ー

プ
の
重
要
性
を
感
じ
考
え
て

い
く
。

　問
　　
曽
於
市
内
公
立
高
校

の
現
状
と
将
来
像
は
。

　植
村
教
育
長
　　
３
高
校
そ

れ
ぞ
れ
定
数
に
達
し
て
い
な

い
が
、
末
吉
・
岩
川
高
校
が

　
学
級
、
財
部
高
校
６
学
級

１２で
県
教
育
委
員
会
は
３
学
級

以
下
の
高
校
を
再
編
対
象
と

し
て
、
年
次
的
に
進
め
て
い

る
。

　問
　　
現
在
曽
於
市
内
か
ら
、

他
県
へ
の
進
学
者
と
他
県
か

ら
の
進
学
者
数
は
。

　教
育
長
　　
主
に
宮
崎
県
で
、

県
外
へ
３
２
８
名
、
県
外
か

ら
１
７
２
名
で
あ
る
。 

　問
　　
再
編
に
つ
い
て
、
県

当
局
か
ら
の
指
針
等
は
あ
る

の
か
。

　教
育
長
　　
未
定
で
あ
る
。

　問
　　「
高
校
再
編
関
係
市

町
村
長
か
ご
し
ま
連
絡
会
」

へ
の
出
会
と
経
緯
は
。

　市
長
　　
昨
年
度
は
財
部
高

校
問
題
と
し
て
出
席
。
今
年

度
は
欠
席
。
県
に
要
望
す
る

こ
と
な
ど
協
議
す
る
団
体
で

あ
る
。

　問
　　
３
高
校
に
対
し
て
し

う
る
支
援
、
方
向
付
け
は
。

　教
育
長
　　
小
学
校
時
か
ら

の
、
進
路
担
当
に
お
け
る
ふ

る
さ
と
高
校
と
し
て
の
重
要

性
の
意
識
改
革
と
、
各
高
校

内
容
説
明
職
員
間
の
連
携
。

学
資
面
に
お
い
て
の
奨
学
金

制
度
の
充
実
を
進
め
て
い
る
。 

団
塊
世
代
移
住
へ
の

取
組
み
を
！

市
長
／
担
当
窓
口
を
設
置
す
る

八木　秋博　議員

高
校
再
編

問
題
に
つ
い
て

団塊世代の移住を期待します

財　部　高　校
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　大
川
内
冨
男
議
員
　　
我
が

国
に
お
い
て
、
少
子
高
齢
化

が
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
少

子
化
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
っ
た
と
は
言
え
、
ま
だ
ま

だ
国
の
目
標
を
下
回
っ
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
非

婚
・
晩
婚
化
の
傾
向
に
あ
り
、

今
こ
そ
次
の
時
代
を
担
う
新

し
い
生
命
の
誕
生
の
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
、
強

く
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
１
つ
と

し
て
、
結
婚
相
談
員
制
度
の

設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　市
長
　　
結
婚
と
い
う
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
問
題
に
行
政
が

関
与
す
る
に
は
慎
重
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
進

事
例
等
調
査
研
究
し
た
い
が
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　問
　　
未
婚
者
の
中
に
は
、

仕
事
の
関
係
・
家
庭
の
事
情

等
、
出
会
い
の
機
会
に
恵
ま

れ
な
い
方
々
も
あ
る
が
、
行

政
の
立
場
か
ら
出
会
い
の
場

の
提
供
は
で
き
な
い
か
。

　市
長
　　
青
年
団
等
い
ろ
い

ろ
な
サ
ー
ク
ル
の
場
も
あ
り
、

行
政
と
し
て
出
会
い
の
場
の

提
供
は
難
し
い
が
、
男
女
共

同
で
参
加
が
で
き
る
グ
ル
ー

プ
等
の
育
成
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　問
　　
旧
火
葬
場
跡
地
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　市
長
　　
現
在
、
地
目
は
宅

地
で
約
３
反
歩
程
あ
り
、
平

成
４
年
よ
り
樹
木
の
仮
移
植

地
と
な
っ
て
い
る
。

　問
　　
住
宅
環
境
と
し
て
も
、

景
観
的
に
も
火
葬
場
跡
地
を

サ
ラ
地
に
し
て
、
地
元
住
民

に
管
理
委
託
を
し
、
開
放
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　市
長
　　
火
葬
場
跡
地
も
現

状
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

考
え
て
お
り
、
利
用
目
的
が

は
っ
き
り
す
れ
ば
そ
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
。

　問
　　
隣
接
す
る
農
道
は
、

新
町
・
森
田
・
森
田
上
他
の

自
治
会
員
が
入
り
乱
れ
て
い

る
地
域
で
あ
り
、
生
活
道
路

と
し
て
も
非
常
に
利
用
価
値

の
高
い
農
道
で
あ
る
。
地
元

の
強
い
要
望
も
あ
る
の
で
、

早
急
な
農
道
整
備
を
。

　市
長
　　
農
道
は
２
６
０
ｍ

あ
り
、
１
６
０
ｍ
が
未
整
備

で
あ
る
。
火
葬
場
跡
地
の
利

用
目
的
が
決
ま
れ
ば
、
そ
の

時
整
備
を
考
え
て
い
く
。

　問
　　
旧
末
吉
町
の
広
報
誌

に
は
、
俳
句
・
短
歌
・
さ
つ

ま
狂
句
等
の
文
芸
欄
が
あ
り
、

毎
月
の
配
布
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
が
、
市
報
、
そ
お
に

も
掲
載
は
で
き
な
い
か
。

　市
長
　　
文
化
協
会
か
ら
も

要
望
が
あ
り
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

大川内冨男　議員
市長／今のところ考えていない

結婚相談員制度の設置は

現在活躍中の曽於市青年団

旧
火
葬
場
跡
地
と
隣
接
す
る

農
道
整
備
に
つ
い
て

農道整備・跡地利用が望まれる旧火葬場跡地

市
報
、そ
お
に
つ
い
て

⑪　曽於市議会だより



　原
田
賢
一
郎
議
員
　　
７
月

５
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災

害
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

　池
田
市
長
　　
末
吉
支
所
で

農
地
災
害
　
件
、
施
設
災
害

５０

　
件
、
大
隅
支
所
で
農
地
災

７０害
３
１
０
件
、
施
設
災
害
１

９
５
件
、
財
部
支
所
で
農
地

災
害
４
件
、
施
設
災
害
８
件
、

３
支
所
合
わ
せ
て
農
地
災
害

３
６
４
件
、
施
設
災
害
２
７

３
件
、
合
計
６
３
７
件
。
公

共
土
木
施
設
災
害
は
　
件
で
、

３９

対
象
に
な
ら
な
い
小
災
害
は

　
件
で
あ
っ
た
。

４７　問
　　
復
旧
作
業
の
進
捗
状

況
は
。

　市
長
　　
今
回
発
生
し
た
６

３
７
件
の
う
ち
大
隅
町
中
尾

地
区
の
排
水
路
崩
壊
は
建
物

崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
農
政
局
と
事
前
協
議
を

行
な
い
復
旧
工
事
を
　
％
終

９５

え
て
い
る
。
８
月
中
に
は
測

量
設
計
の
委
託
を
全
て
行

な
っ
て
お
り
、
復
旧
工
事
は

災
害
査
定
後
、
順
次
発
注
の

予
定
で
あ
り
公
共
土
木
施
設

災
害
に
つ
い
て
は
、
測
量
設

計
が
完
了
し
、
こ
れ
ま
で
　３５

件
の
査
定
が
終
り
　
月
に
４

１０

件
の
査
定
を
受
け
る
予
定
で

あ
る
。

　問
　　
復
旧
工
事
は
年
度
内

完
成
が
で
き
る
の
か
。

　谷
元
産
業
経
済
部
長
　　
曽

於
市
内
に
土
木
業
者
が
　
社
８２

あ
る
の
で
、

ま
ず
地
元

の
所
を
先

に
工
事
を

し
て
、
特

に
大
隅
町

管
内
の
災

害
が
多
い

の
で
、
後

半
は
応
援

を
頂
く
形

に
な
る
と

思
う
が
、

基
本
的
に

は
年
度
内

完
成
を
目

指
す
。 

　問
　　
市
の
消
防
後
援
会
組

織
作
り
が
成
さ
れ
て
い
な
い

現
状
に
不
都
合
は
な
い
か
。

　市
長
　　
市
の
後
援
会
組
織

は
な
か
っ
た
が
、
旧
町
毎
に

分
団
毎
の
後
援
会
活
動
を

や
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
支

障
が
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い

な
い
。

　問
　　
市
の
後
援
会
組
織
作

り
が
で
き
て
い
な
い
現
状
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　市
長
　　
消
防
後
援
会
の
統

合
に
つ
い
て
は
合
併
の
折
協

議
さ
れ
た
が
、
後
援
会
費
の

徴
収
方
法
な
ど
取
り
組
み
の

違
い
か
ら
統
一
で
き
な
い
状

況
に
あ
っ
た
が
、
８
月
　
日
２３

に
市
の
後
援
会
設
立
の
協
議

が
整
い
、
後
援
会
長
が
内
定

し
旧
３
ヶ
町
毎
の
後
援
会
組

織
は
残
り
、
当
初
は
連
合
体

的
な
組
織
と
な
り
、
今
後
設

立
総
会
を
予
定
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

　問
　　
旧
町
毎
に
　
万
円
の

１０

負
担
金
を
取
る
以
上
、
市
と

し
て
も
助
成
措
置
を
取
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
行
政
と
し
て
は
、

深
く
は
突
っ
込
め
な
い
が
市

の
後
援
会
組
織
が
で
き
た
ら

組
織
に
対
す
る
補
助
金
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　問
　　
団
塊
世
代
の
人
達
が

帰
郷
し
、
曽
於
市
内
に
住
ん

で
い
た
だ
く
た
め
の
優
遇
措

置
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　市
長
　　
退
職
ま
で
に
培
っ

て
き
た
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
せ
な
い
か
地
域
企
業

と
の
連
携
を
図
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
住
ん
で

み
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
定

住
促
進
を
図
り
団
塊
世
代
の

移
住
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
担
当
窓
口
を
設
置
し
研

究
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

７
月
５
日
集
中
豪
雨

災
害
復
旧
は

市
長
／
年
度
内
完
成
を
目
指
す

原田賢一郎　議員

大隅町中尾地区の災害現場

消
防
行
政
に
つ
い
て

第１回曽於市操法大会

２
０
０
７
年
度

問
題
に
つ
い
て
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　大
津
亮
二
議
員
　　
広
報

誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種

封
筒
等
に
一
般
有
料
広
告
欄

を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

　市
長
　　
全
国
各
地
で
財
源

確
保
の
一
環
と
し
て
、
一
般

企
業
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
る

状
況
が
あ
る
。
本
市
で
も
掲

載
で
き
な
い
か
広
報
内
容
検

討
委
員
会
に
諮
り
な
が
ら
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
封
筒
等

へ
も
広
告
主
が
募
集
し
た
も

の
が
作
れ
な
い
か
導
入
の
方

向
で
検
討
し
た
い
。

　問
　　
公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
や
愛
称
を
一
般
広
告
募

集
し
、
名
称
を
民
間
に
売
り

出
す
考
え
は
な
い
か
。

　市
長
　　
収
益
に
は
つ
な
が

る
が
、
慎
重
な
対
応
が
必
要

と
考
え
る
。 

　問
　　
人
口
減
少
や
少
子
化

問
題
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
対
策
と

施
策
を
伺
い
た
い
。

　市
長
　　
定
住
促
進
対
策
事

業
を
中
心
に
定
着
化
を
図
り
、

市
営
住
宅
の
建
設
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ

に
よ
る
住
宅
建
設
も
取
り
組

み
た
い
。
ま
た
、
企
業
懇
話

会
で
地
元
の
若
者
の
採
用
も

お
願
い
し
て
い
る
。

　問
　　
定
住
対
策
事
業
が
市

内
全
域
に
広
が
っ
た
が
、
実

績
と
今
後
の
見
込
み
を
伺
い

た
い
。

　市
長
　　
旧
末
吉
で
３
件
、

大
隅
で
１
件
、
財
部
で
２
件

と
な
っ
て
い
る
。

　問
　　
末
吉
小
学
校
区
と
他

地
域
と
の
補
助
額
に
差
を
つ

け
、
周
辺
部
へ
の
定
住
を
促

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
市
内
全
体
に
定
住

の
効
果
が
現
れ
る
よ
う
に
考

え
て
お
り
、
現
段
階
で
は
差

を
つ
け
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
が
、
何
が
で
き
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　問
　　
本
市
へ
の
定
住
を
促

す
た
め
に
、
他
市
町
村
と
は

違
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
打
ち
出

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
乳
幼
児
医
療
費
助

成
・
保
育
料
の
一
部
助
成
・

第
３
子
祝
い
金
の
支
給
等
を

実
施
し
て
い
る
。
定
住
を
促

す
た
め
に
は
、
住
み
や
す

い
・
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を

作
り
出
す
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。 

　問
　　
市
内
３
高
校
へ
の
特

別
育
英
奨
学
金
の
交
付
内
容

と
今
年
度
の
実
績
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　植
村
教
育
長
　　
こ
の
制
度

は
、
学
業
優
秀
で
人
物
が
優

秀
で
あ
る
も
の
を
地
元
高
校

へ
の
入
学
生
確
保
・
存
続
の

た
め
に
実
施
し
、
本
年
度
岩

川
高
校
　
名
、
財
部
高
校
６

１２

名
、
末
吉
高
校
　
名
の
合
計

２０

　
名
と
な
っ
て
い
る
。

３８

　問
　　
学
級
か
ら
で
は
な
く
、

学
校
か
ら
何
名
と
変
更
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　教
育
長
　　
学
校
の
規
模
が

違
う
た
め
、
今
後
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　問
　　
市
内
の
高
校
を
さ
ら

に
魅
力
を
持
っ
た
学
校
に
し

て
い
く
た
め
に
、
高
校
生
を

対
象
に
し
た
海
外
留
学
制
度

を
市
単
独
で
導
入
で
き
な
い

か
。

　教
育
長
　　
財
政
的
な
面
で
、

現
在
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が

思
案
中
で
あ
る
。

大津　亮二　議員
市長／導入の方向で検討したい

市発行の広報誌等への
有料広告導入を求める

定住促進（３０万円補助）事業で建設

少
子
化
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

市
内
高
校
へ
の

支
援
対
策
に
つ
い
て

牛の世話をする末吉高校畜産班
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　瀬
戸
口
三
郎
議
員
　　
農

地
・
農
業
施
設
外
で
、
岩
川

の
床
上
浸
水
に
対
す
る
対
策

は
し
た
の
か
。

　池
田
市
長
　　
農
地
等
に
お

い
て
は
、
６
３
７
件
の
災
害

が
発
生
、
土
木
災
害
に
お
い

て
は
　
件
で
し
た
が
、　
月

４９

１１

中
に
査
定
を
終
え
、
工
事
の

早
期
発
注
に
鋭
意
努
力
す
る
。

ま
た
、
岩
川
市
街
地
の
浸
水

の
件
に
つ
い
て
は
、
原
因
究

明
の
調
査
を
市
で
行
な
い
、

国
や
県
に
働
き
か
け
る
。

　問
　　
家
屋
の
あ
る
宅
地
等

の
危
険
箇
所
の
災
害
で
、
事

業
に
該
当
し
な
い
災
害
を
市

単
独
の
助
成
策
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　市
長
　　
今
の
所
、
助
成
策

が
な
く
、
残
念
だ
が
ガ
ケ
下
、

ガ
ケ
上
の
移
転
し
か
な
い
。

市
内
に
は
多
く
あ
り
、
災
害

も
規
模
が
さ
ま
ざ
ま
で
基
準

が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
検

討
は
し
て
み
る
。

　問
　　
合
併
後
、
補
助
金
申

請
や
災
害
等
の
書
類
提
出
が

複
雑
で
難
し
く
な
っ
て
い
る

が
、
も
っ
と
簡
素
化
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
支
所
か
ら
の

書
類
決
裁
が
遅
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　市
長
　　
合
併
後
、
助
成
金

事
業
や
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

会
計
上
の
要
件
を
満
た
す
た

め
、
ま
た
情
報
公
開
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
公
文
書
の
作
成

を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
市
民
の
手

を
煩
わ
せ
な
い
よ
う
に
簡
素

化
し
、
内
容
記
述
の
協
力
を

す
る
な
ど
努
力
し
て
い
く
。

　問
　　
食
育
基
本
法
が
制
定

さ
れ
た
が
、
本
市
の
推
進
計

画
は
作
成
し
て
い
る
の
か
。

　植
村
教
育
長
　　
合
併
と
同

じ
頃
制
定
さ
れ
た
の
で
、
ま

だ
作
成
し
て
い
な
い
が
、
法

に
基
づ
き
早
い
時
期
に
作
り

た
い
と
思
う
。

　問
　　
学
校
で
は
、
食
農
教

育
の
推
進
や
学
校
給
食
で
は

地
元
産
の
食
材
の
活
用
、
栄

養
教
諭
の
配
置
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
食
育
は
保
健
事
業

や
地
場
産
業
の
関
連
か
ら
、

農
村
の
郷
土
料
理
の
伝
承
や

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
普
及

等
、
農
業
農
村
の
活
性
化
を

目
指
し
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
等
の
計
画
や
事
業
を
展

開
す
べ
き
と
思
う
が
。

　市
長
　　
末
吉
の
中
高
松
に

で
き
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
も

良
い
例
で
あ
る
の
で
、
参
考

に
し
な
が
ら
関
係
課
と
協
力

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
、
今
後
検
討
し
早
い

時
期
の
作
成
を
目
指
す
。

災
害
復
旧
対
策
は

市
長
／
工
事
の
早
期
発
注
に
鋭
意
努
力
す
る

瀬戸口三郎　議員

逆流し浸水被害をもたらした大隅支所付近河川

食
育
基
本
法
に
つ
い
て

大隅町南地区白菜団地

事
務
手
続
き
の

簡
素
化
に
つ
い
て
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　西
川
熊
則
議
員
　　
今
、
少

子
高
齢
化
が
進
行
し
、
今
後

も
一
段
と
進
行
す
る
事
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
市
長
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
あ
る
次
世
代

子
供
育
成
支
援
対
策
推
進
行

動
計
画
の
状
況
、
ま
た
は
成

果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　池
田
市
長
　　
平
成
　
年
度

１５

に
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
の
制
度
に
と
も
な
い
、

基
本
理
念
及
び
目
標
を
掲
げ

平
成
　
年
度
ま
で
の
５
ヶ
年

２１

間
の
行
動
計
画
書
を
作
成
し

た
。
こ
の
計
画
目
標
達
成
の

た
め
に
、
公
民
館
や
各
行
政

機
関
の
協
力
を
得
て
事
業
推

進
中
で
あ
る
。
な
お
、
成
果

に
つ
い
て
は
計
画
後
ま
も
な

い
が
概
ね
事
業
が
順
調
に
推

進
さ
れ
て
い
る
。

　問
　　
育
児
講
座
は
月
に
１

回
を
２
回
に
で
き
な
い
か
。

　児
玉
市
民
福
祉
部
長
　　
可

能
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

　問
　　
市
内
公
園
と
小
中
学

校
の
遊
具
の
安
全
点
検
管
理

は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
か
。

　市
長
　　
年
２
回
専
門
業
者

に
安
全
点
検
業
務
を
委
託
し
、

安
全
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　問
　　
市
内
公
園
と
小
中
学

校
の
遊
具
で
、
今
ま
で
に
事

故
・
事
件
は
な
か
っ
た
か
。

　赤
崎
土
木
部
長
　　
過
去
５

年
間
で
は
な
か
っ
た
。

　植
村
教
育
長
　　
報
告
を
受

け
て
い
な
い
の
で
、
な
か
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　問
　　
幼
児
向
け
の
遊
具
が

少
な
い
と
言
う
声
が
あ
る
が
、

増
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　市
長
　　
い
ろ
い
ろ
と
調
査

し
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　問
　　
計
画
実
施
中
の
上
町

公
園
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

　市
長
　　
面
積
１
　
の
内
３

ha

割
を
災
害
時
の
避
難
場
所
と

な
る
多
目
的
芝
広
場
に
、
ま

た
３
割
を
幼
児
の
た
め
の
遊

具
広
場
・
便
所
・
駐
車
場
・

駐
輪
場
を
設
置
し
気
軽
に
利

用
で
き
、
ど
こ
か
ら
で
も
見

通
し
の
良
い
公
園
を
考
え
て

い
る
。

　問
　　
市
に
は
、
屋
根
付
の

遊
び
場
が
な
い
の
で
、
天

候
・
四
季
に
関
係
な
く
遊
び

が
で
き
る
よ
う
、
児
童
支
援

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設

の
設
置
の
考
え
は
な
い
か
。

　市
長
　　
今
後
、
こ
う
し
た

施
設
が
大
事
と
思
う
の
で
、

施
設
の
内
容
等
を
検
討
し
て

い
く
。 

　問
　　
平
成
　
年
か
ら
　
年

１０

１７

度
ま
で
、
高
校
生
国
内
外
派

遣
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
、
今
後
に
生
か
し
て

い
く
の
か
伺
い
た
い
。

　市
長
　　
広
く
国
内
外
の
農

業
の
実
態
を
知
り
幅
広
い
知

識
や
技
術
の
習
得
が
で
き
た
。

今
後
は
、
地
域
の
伝
統
や
農

業
を
引
っ
張
っ
て
い
く
、
人

材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

　問
　　
こ
の
事
業
を
再
度
復

活
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　市
長
　　
市
に
は
３
つ
の
県

立
高
校
が
あ
る
。
学
校
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
奨
学

資
金
等
を
考
え
、
就
農
し
た

場
合
、
更
に
支
援
対
策
を
強

化
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

西川　熊則　議員
市長／検討していきたい

子育て支援対策は

屋根付の遊び場もほしいです

農
業
後
継
者

育
成
事
業
に
つ
い
て

県畜産共進会へ出品した末吉高校
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☆
所
管
事
務
調
査
報
告

（
調
査
地
）
宮
城
県
岩
沼

市
・
宮
城
県
白
石
市
、
山
形

県
村
山
市

（
調
査
事
項
）
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
事
業
・
ま
ち
づ
く

り
事
業
・
定
住
促
進
事
業
に

つ
い
て

（
日
程
）
平
成
　
年
７
月
　

１８

３１

日
～
８
月
２
日

　
岩
沼
市
は
人
口
４
万
３
７

６
４
人
、
平
成
　
年
路
線
バ

１０

ス
廃
止
に
と
も
な
い
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
兼
ね
た
市
民
バ
ス

を
平
成
　
年
４
月
か
ら
運
行
。

１１

料
金
は
１
回
乗
車
券
２
０
０

円
１
日
乗
車
券
５
０
０
円
。

小
中
学
生
・
　
歳
以
上
は
半

７０

額
、
障
害
者
は
無
料
で
し
た
。

独
自
の
運
行
評
価
基
準
を
３

項
目
設
け
、
２
項
目
未
達
成

時
は
事
業
の
見
直
し
が
検
討

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。
白
石
市
は
人
口
３

万
９
５
９
６
人
、
平
成
　
年
１７

４
月
か
ら
市
民
バ
ス
運
行
開

始
、
１
年
間
の
利
用
者
数
　１０

万
５
１
６
６
人
で
、
そ
の
６

割
が
減
免
対
象
者
で
あ
り
市

立
病
院
へ
の
通
院
が
主
で
、

別
に
市
民
タ
ク
シ
ー
・
ス

ク
ー
ル
バ
ス
も
運
行
中
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
事
業
は
、
東
北
新
幹

線
の
開
業
に
合
わ
せ
、
白
石

城
の
復
元
・
能
楽
堂
の
建
替

え
等
、
こ
け
し
・
 温
  麺
 と
と

う
ー 
め
ん

も
に
観
光
に
大
き
な
力
を
注

い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
た
。
村
山
市
の
定
住
促
進

事
業
調
査
で
は
、
１
９
６
区

画
の
分
譲
地
の
経
緯
や
進

捗
・
問
題
点
等
、
現
地
視
察

を
含
め
応
用
研
究
し
て
参
り

ま
し
た
。
以
上
３
市
と
も
、

曽
於
市
と
同
じ
よ
う
な
規
模

の
自
治
体
で
あ
り
、
市
の
持

つ
地
理
的
条
件
は
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
が
、
路
線
バ
ス
の

廃
止
や
小

中
学
校
の

統
合
・
少

子
高
齢
化

に
対
応
す

る
新
し
い

ま
ち
づ
く

り
等
同
じ

よ
う
な
問

題
も
多
く
、

今
後
の
委

員
会
活
動

に
、
参
考

に
な
る
も

の
で
あ
り

ま
し
た
。

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

所
管
分

　
自
治
公
民
館
建
設
補
助
金

の
２
７
３
万
２
千
円
は
、
大

隅
地
区
の
大
川
原
・
郷
田
・

上
長
江
、
財
部
地
区
の
川
内

自
治
会
へ
補
助
さ
れ
る
も
の

で
す
。
消
防
費
の
３
７
５
万

４
千
円
は
、
財
部
中
央
分
団

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
と
橋
野
分
団

詰
所
造
成
・
構
造
物
移
転
工

事
の
追
加
が
主
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。
工
事
に
つ
い
て
は
、

各
課
連
携
を
充
分
に
取
っ
て

執
行
さ
れ
る
よ
う
要
請
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

企
画
費
の
交

通
対
策
事
業

９
６
２
万
４

千
円
は
、
交

通
弱
者
及
び

通
学
用
の
乗

合
タ
ク
シ
ー

や
路
線
バ
ス

廃
止
に
と
も

な
う
運
行
を
、

　
月
か
ら
大

１２隅
地
区
で
運

行
し
、
ま
た

末
吉
地
区
の

４
ヶ
月
分
等
が
主
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。
旧
３
町
の
乗
車

料
金
を
４
月
１
日
か
ら
２
０

０
円
に
す
る
と
の
説
明
が
あ

り
、
委
員
の
中
か
ら
、
旧
財

部
町
で
は
今
ま
で
無
料
で

あ
っ
た
の
で
、
段
階
的
に
料

金
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
業
者
委
託
に
つ

い
て
は
、
地
元
業
者
を
優
先

す
べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
商
工
費

で
は
、
新
分
野
進
出
企
業
等

支
援
補
助
金
が
財
部
電
子
へ
、

地
域
総
合
整
備
財
団
か
ら
３

０
０
万
円
補
助
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
（
瀬
戸
口
三
郎
委
員
長
）

　
平
成
　
年
７
月
　
日
～
８
月
２
日
に
宮
城
県
岩
沼
市
・
白
石

１８

３１

市
及
び
山
形
県
村
山
市
に
て
所
管
事
務
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

１８

所
管
分
な
ど
４
件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
議
案
１
件
を
賛
成
多
数
、
議
案
１
件
を
全
会
一
致
で

可
決
、
要
請
２
件
を
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

総務委員会所管事務調査（村山市の定住促進事業分譲地）

詰所建替がされる末吉町橋野分団
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　☆
所
管
事
務
調
査
報
告

（
調
査
地
）
秋
田
県
由
利
本

庄
市
・
秋
田
県
横
手
市
、
山

形
県
鶴
岡
市

（
調
査
事
項
）
健
康
・
子
ど

も
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
・「
健
康
の
駅
」
事
業
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

状
況
に
つ
い
て

（
日
程
）
平
成
　
年
７
月
　

１８

１９

日
～
　
日
２１

　
学
び
と
健
康
と
元
気
の
館

ウ
エ
ー
ブ
岩
城
は
、
計
画
段

階
よ
り
複
合
施
設
を
考
え
、

市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置

事
業
、
児
童
厚
生
施
設
整
備

事
業
、
秋
田
の
木
利
用
促
進

事
業
等
の
国
県
補
助
を
得
て

複
合
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
の
利
用
度

も
高
く
、
こ
の
館
の
電
力
は

風
力
発
電
で
賄
っ
て
い
ま
し

た
。
横
手
市
の
健
康
の
駅
事

業
は
、「
住
民
自
ら
が
保
健

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
を

目
指
し
、
子
育
て
支
援
、
幼

児
・
学
童
の
健
全
育
成
、
働

き
盛
り
世
代
の
生
活
習
慣
病

予
防
、
介
護
予
防
を
テ
ー
マ

に
取
り
組

ん
で
い
ま

す
。
こ
の

事
業
は
、

大
規
模
・

中
規
模
・

小
規
模
の

駅
を
設
置

し
、
住
民

が
気
軽
に

立
寄
れ
る

交
流
拠
点

を
置
き
、

健
康
増
進

を
図
る
自
治
体
主
導
型
で
、

そ
の
核
と
な
る
「
す
こ
や
か

横
手
」
に
は
、
理
学
療
法
士
・

健
康
運
動
指
導
士
・
保
健
師

等
ス
タ
ッ
フ
陣
が
揃
っ
て
お

り
、
健
康
の
駅
が
外
出
の

き
っ
か
け
と
な
り
、
心
身
の

健
康
増
進
が
期
待
で
き
そ
う

で
し
た
。
学
校
給
食
発
祥
の

地
で
あ
る
鶴
岡
市
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
、
バ
イ
キ
ン

グ
給
食
や
食
生
活
に
関
す
る

教
育
実
践
事
業
の
モ
デ
ル
校

等
、
常
に
先
進
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
給

食
セ
ン
タ
ー
は
２
調
理
室
が

あ
り
、
食
中
毒
等
万
が
一
の

場
合
に
は
、
１
調
理
室
で
対

応
で
き
る
施
設
で
し
た
。

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

所
管
分

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
予

１８

算
補
正
第
４
号
の
歳
出
に
つ

い
て
、
財
部
町
下
十
文
字
簡

易
水
道
組
合
の
新
た
な
水
源

確
保
の
た
め
の
補
助
金
や
、

保
健
福
祉
関
係
で
清
寿
園
と

併
設
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
改
修
費
、
ま
た
訪

問
指
導
用
の
自
動
車
が
不
足

し
て
い
る
た
め
の
購
入
費
、

教
育
関
係
で
市
内
各
小
中
学

校
の
校
舎
等
耐
震
化
優
先
度

調
査
業
務
委
託
や
大
隅
町
恒

吉
小
学
校
体
育
館
屋
根
補
修

工
事
、
末
吉
町
新
地
公
園

プ
ー
ル
の
室
温
を
上
げ
る
た

め
の
天
井
を
低
く
す
る
改
修

工
事
な
ど
で
す
。

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
国
民

１８

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
平
成
　
年
度
国
民
健
康
保

１８

険
特
別
会
計
予
算
の
補
正
第

２
号
は
、
歳
入
に
つ
い
て
平

成
　
年
度
分
の
精
算
に
よ
る

１７

各
負
担
金
や
交
付
金
の
追
加

分
で
あ
り
、
歳
出
は
保
険
財

政
共
同
安
定
化
事
業
交
付
金

の
追
加
に
よ
る
拠
出
金
が
主

で
、
出
産
育
児
一
時
金
が
現

行
の
　
万
円
か
ら
　
万
円
に

３０

３５

改
正
さ
れ
る
補
正
等
で
あ
り

ま
す
。

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
予

１８

算
補
正
第
５
号
は
、
曽
於
市

社
会
福
祉
協
議
会
大
隅
支
所

が
大
隅
町
坂
元
地
区
に
、
民

家
の
空
き
家
を
改
造
し
て
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施

設
の
開
所
に
と
も
な
う
分
と
、

末
吉
町
尾

崎
山
に
介

護
老
人
福

祉
施
設
の

特
別
養
護

老
人
ホ
ー

ム
新
設
に

と
も
な
う
、

補
助
事
業

に
係
る
歳

入
歳
出
で

す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
渡
辺
利
治
委
員
長
）

　
平
成
　
年
７
月
　
日
～
　
日
に
秋
田
県
由
利
本
庄
市
・
横
手

１８

１９

２１

市
及
び
山
形
県
鶴
岡
市
に
て
所
管
事
務
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
　
度
曽
於
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
・
第

１８

５
号
）
所
管
分
な
ど
４
件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
議
案
４
件
を
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

文教厚生委員会所管事務調査（由利本庄市の学びと健康と元気の館）

天井を低くする末吉町新地公園プール

⑰　曽於市議会だより



☆
所
管
事
務
調
査
報
告

（
調
査
地
）
新
潟
県
新
潟
市
、

福
島
県
会
津
若
松
市
・
福
島

県
喜
多
方
市

（
調
査
事
項
）
「
道
の
駅
」

新
潟
ふ
る
さ
と
村
、
観
光
振

興
の
取
り
組
み
、
景
観
条
例

の
制
定
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
日
程
）
平
成
　
年
７
月
　

１８

２５

日
～
　
日
２７

　
新
潟
市
の
新
潟
ふ
る
さ
と

村
は
、
社
新
潟
県
観
光
協
会

が
運
営
す
る
ア
ピ
ー
ル
館
と

株
新
潟
ふ
る
さ
と
村
が
運
営

す
る
バ
ザ
ー
ル
館
か
ら
な
り
、

新
潟
県
を
象
徴
す
る
観
光
拠

点
施
設
と
し
て
、
平
成
３
年

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。
事
業
主
体
は
県
で
あ
り
、

建
物
の
広
さ
な
ど
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。　１７

年
度
が
１
７
６
万
７
千
人
の

入
込
み
で
し
た
。
会
津
若
松

市
は
福
島
県
の
西
部
に
位
置

し
、
会
津
盆
地
の
東
南
に
あ

り
ま
す
。
白
虎
隊
や
戊
辰
戦

争
に
象
徴
さ
れ
る
鶴
ヶ
城
や

飯
盛
山
な
ど
の
、
名
所
・
旧

跡
が
残
り
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
会
津
地
方
の
中
核

都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
　
月
に
合
併
し
人
口
は
約

１１
　
万
２
千
人
と
な
り
、「
極

１３上
の
会
津
」
を
目
指
し
た
観

光
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ

れ
、　
年
の
観
光
客
の
入
込

１７

み
数
は
３
１
５
万
人
、
経
済

効
果
は
直
接
的
・
間
接
的
に

１
５
０
０
億
円
程
度
と
推
計

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
会
津
若
松
ら
し
さ
」を
受
け

継
ぎ
、
誇
り
あ
る
郷
土
を
次

の
世
代
へ
し
っ
か
り
と
引
継

ぐ
た
め
、
平
成
４
年
３
月
景

観
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

喜
多
方
市
は
、
今
年
１
月
に

１
市
２
町
２
村
が
合
併
、
人

口
約
５
万
６
千
人
、
豊
な
自

然
が
広
が
る
中
、
観
光
と
農

業
を
融
合
さ
せ
都
市
か
ら
の

交
流
人
口
を
増
す
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
水
道

１７

事
業
会
計
決
算
の
認
定

　問
　　
水
道
事
業
の
長
期
整

備
計
画
を
作
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　答
　　
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
（
５
ヶ
年
）
に
は
出
し

て
い
る
が
、
来
年
３
月
議
会

辺
り
で
詳
細
な
５
ヶ
年
計
画

一
覧
表
を
提
出
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。 

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

所
管
分

　問
　　
ゆ
ず
加
工
施
設
の
老

朽
化
に
と
も
な
う
先
進
地
調

査
旅
費
等
の
減
は
な
ぜ
か
。

　答
　　
ゆ
ず
同
好
会
が
高
齢

化
（
専
業
農
家
・
担
い
手
が

い
な
い
）
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
県
事
業
が
不
採
択

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
な

お
、
今
回
の
補
正
で
、
新
た

に
ゆ
ず
対
策
と
し
て
普
通
旅

費
を
計
上
し
た
。

　問
　　
農
地
等
の
災
害
で
、

国
庫
補
助
の
対
象
に
な
ら
な

い
小
災
害
　
万
円
以
上
　
万

１０

４０

円
未
満
に
つ
い
て
は
、
市
単

独
事
業
で
要
綱
を
最
大
限
活

用
し
て
復
旧
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　答
　　
今
回
、
市
農
地
災
害

復
旧
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

を
改
正
し
て
、
新
た
に
農
地

の
埋
没
・
流
失
等
も
事
業
の

　
／
１
０
０
以
内
と
し
た
。

５０た
だ
し
、
畦
畔
復
旧
工
法
は

　
／
１
０
０
以
内
で
あ
る
。

８０　問
　　
浸
水
実
態
事
業
業
務

委
託
と
は
な
に
か
。

　答
　　
７
月
の
豪
雨
で
、
大

隅
支
所
付
近
が
浸
水
し
た
の

で
、
原
因
調
査
を
コ
ン
サ
ル

へ
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
（
吉
村
幸
治
委
員
長
）

　
平
成
　
年
７
月
　
日
～
　
日
に
新
潟
県
新
潟
市
及
び
福
島
県

１８

２５

２７

会
津
若
松
市
・
喜
多
方
市
に
て
所
管
事
務
調
査
を
行
な
い
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

１８

号
）
所
管
分
な
ど
７
件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
、
議
案
６
件
を
全
会
一
致
で
可
決
、
認
定
案
１
件

を
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

建設経済委員会所管事務調査（新潟市の新潟ふるさと村）

市内全域に広めたいゆず

曽於市議会だより　⑱



　
岩
崎
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

よ
り
、
九
州
運
輸
局
に
提
出

さ
れ
た
赤
字
バ
ス
路
線
廃
止

届
け
に
よ
り
、
バ
ス
利
用
の

市
民
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
い
う
こ
と
で
、
議
会
に

特
別
委
員
会
を
設
置
、
７
・

８
・
９
月
各
１
回
委
員
会
を

開
き
、
路
線
廃
止
の
現
状
と

対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。
経

過
と
し
て
、
関
係
市
町
と
の

協
議
や
県
の
路
線
確
保
対
策

部
会
・
大
隅
地
域
バ
ス
対
策

協
議
会
路
線
確
保
対
策
部
会
、

あ
る
い
は
岩
崎
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
の
協
議
等
の
説
明

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
代
替
バ
ス
運
行
計
画
が
、

路
線
廃
止
に
と
も
な
う
４
系

統
　
便
、
高
校
な
ど
通
学
に

１４
と
も
な
う
７
系
統
９
便
の
計

　
便
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

２３

乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い

て
は
、
大
隅
町
地
区
に
　
路
１２

線
を
新
設
、
料
金
を
２
０
０

円
に
設
定
し
　
月
中
か
ら
の

１２

運
行
予
定
で
、
ま
た
末
吉
町

地
区
は
、
こ
れ
ま
で
の
路
線

を
継
続
し
、　
月
１
日
か
ら

１２

３
０
０
円
を
２
０
０
円
に
料

金
改
定
し
ま
す
。
一
部
路
線

延
長
と
南
之
郷
線
に
つ
い
て

は
、
平
成
　
年
４
月
１
日
か

１９

ら
代
替
バ
ス
を
乗
合
タ
ク

シ
ー
へ
の
移
行
予
定
で
あ
り

ま
す
。
財
部
町
地
区
に
お
い

て
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
平

成
　
年
４
月
１
日
か
ら
の
料

１９
金
徴
収
計
画
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
無
料
バ
ス
と
し
て
定

着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
段

階
的
措
置
を
設
け
て
か
ら
全

市
統
一
化
を
計
る
べ
き
と
多

数
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

計
画
に
対
し
て
の
意
見
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
事
業
者
発
注
方

法
等
に
意
見
が
出
さ
れ
、
曽

於
市
交
通
対
策
事
業
の
導
入

に
つ
い
て
、
議
員
発
議
に
よ

り
決
議
と
し
て
以
下
の
意
見

が
出
さ
れ
、
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

鹿児島交通の路線バス

１
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
入

札
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
業
者
育
成
の
た
め
重
複
契
約

に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
さ
れ
た
い
。

２
、
旧
財
部
町
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
、
１
年
間
は
料
金
を

特
別
経
過
措
置
と
し
て
１
０
０
円
、
２
年
目
か
ら
全
市

統
一
す
る
こ
と
。

３
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
・
料
金
等
を
含
め
、
再

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液 財部町で親しまれているふれあいバス
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９
月
議
会
の
補
正
予
算
は
、

６
・
７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
災
害
復
旧
予
算
が
中
心
に

な
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
対
策
調
査
特

別
委
員
会
も
開
か
れ
、
財

部
・
大
隅
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
行
方
法
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
も
、
多

く
質
問
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児

島
交
通
路
線
バ
ス
廃
止
に
と

も
な
っ
て
の
、
お
年
寄
り
の

足
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

か
で
す
。
行
政
が
独
自
に
、

福
祉
バ
ス
的
な
も
の
を
運
行

す
る
と
、
地
元
の
タ
ク
シ
ー

業
者
の
生
活
権
を
奪
う
こ
と

に
な
り
、
大
変
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
競

争
入
札
で
は
な
く
公
平
な
単

価
に
よ
る
随
意
契
約
方
式
が

望
ま
し
い
と
の
意
見
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
予
算
審
議

を
提
案
し
な
が
ら
、
す
で
に

事
業
を
着
手
し
て
い
る
例
が

多
く
あ
り
、
議
会
か
ら
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
お
互
い
に
教
訓

化
し
、
市
政
発
展
の
た
め
に

活
動
を
目
指
し
ま
す
。

（
五
位
塚
）

委
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長
　
大
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委
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〃
　
　
　
西
川
　
熊
則

　
　
〃
　
　
　
大
休
寺
　
守

　
　
〃
　
　
　
五
位
塚
　
剛

発
行
責
任
者

　
　
議
　
長
　
坂
口
　
幸
夫

編
　集
　後
　記

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

７月２日　　　　　　曽於市誕生１周年記念式典
　　２日　　　　　　関西弥五郎会（大阪府）
　　１１日　　　　　　公立高校生徒募集定員策定等地区説明会（志布志市）
　　１３日～１４日　　　市議会議長会定期総会（いちき串木野市）
　　１４日　　　　　　行財政改革調査特別委員会・交通対策調査特別委員会
　　１９日～２１日　　　文教厚生常任委員会所管事務調査（秋田県・山形県）
　　２２日　　　　　　新都城市誕生式典（都城市）
　　２５日～２７日　　　建設経済常任委員会所管事務調査（新潟県・福島県）
　　３１日～８月２日　総務常任委員会所管事務調査（宮城県・山形県）
８月４日　　　　　　建設経済常任委員会所管事務調査（市内災害調査）
　　６日　　　　　　指宿市誕生記念式典（指宿市）
　　７日　　　　　　第２回臨時会
　　７日　　　　　　行財政改革調査特別委員会・交通対策調査特別委員会
　　８日　　　　　　県市町村総合事務組合設立に係る検討結果説明会（鹿児島市）
　　９日　　　　　　福島県相馬地区町村議会議長会視察来訪
　　２０日　　　　　　関東弥五郎会総会（東京都）
　　２１日　　　　　　雲仙市議会広報特別委員会来訪
　　２４日　　　　　　県民体育大会曽於地区選手結団式（志布志市）
　　３１日　　　　　　県消防操法大会（日置市）
９月１１日　　　　　　知事への大隅合同庁舎存続要望（鹿児島県）
　　１４日　　　　　　議会運営委員会
　　１９日　　　　　　第３回定例会（初日）
　　２１日～２２日　　　本会議（一般質問）
　　２５日　　　　　　本会議（総括質疑・委員会付託）
　　２６日～２８日　　　各常任委員会
　　２７日　　　　　　第６１回県民体育大会曽於大会地区準備委員会設立総会（志布志市）
　　２９日　　　　　　交通対策調査特別委員会
１０月４日　　　　　　本会議（最終日）

雲仙市議会広報特別委員会の皆様

相馬地区町村議会議長会の皆様

議会のうごき

曽於市議会だより　⑳


